
渡辺議員の「小・中学校内のトイレ整備について」のうち、

「トイレの洋式化の状況について」のご質問からお答えいたします。 

文部科学省が実施した 令和５年度公立学校施設のトイレの洋式

化状況調査結果から、小中学校における洋便器率は、全国６８．

３％、北海道７１．７％、伊達市７７．１％となっております。 

学校トイレの洋式化につきましては、全国・全道平均よりも進

んでいる状況ではありますが、引き続き、児童生徒数の推移や校舎

の長寿命化、財源等を含め 検討して参ります。 

  

次に、「女子トイレへの生理用品の設置について」でありますが、 

伊達市立学校では、各トイレに生理用品を備え付けておりませんが、

各校の養護教諭が、保健室で生理用品を管理し、児童生徒へ対応して

いるところであります。 

 

 次に、「保育士不足への対策と看護師等修学資金貸付金の今後に

ついて」のうち、「保育士人数の確保について」のご質問からお答

えいたします。 

市全体における配置基準上の人数は確保されている状況であり

ます。 

 

 次に、「待機児童数について」でありますが、１１月１日時点の

公式待機児童数は、１０人となっております。 

 

 

 



 次に、「看護師等修学資金貸付金の貸付状況について」 

でありますが、新規貸付につきましては、 

令和元年度は４名、令和２年度は６名、令和３年度は４名、 

令和４年度は２名、令和５年度は０名となっております。 

 また、貸付金の 返済義務対象者からの返済は順調に行われてお

ります。 

 

 次に、｢看護師等修学資金貸付金の今後について｣でありますが、 

現在この制度を利用中で、来年度以降も継続利用予定の学生がいる

ことから、伊達赤十字看護専門学校の閉校後も、一定期間は 制度

を継続する必要があると考えております。 

 


